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OUI Inc. メンバー
による国内外での

学会発表

今回関わった組織

 2023年11⽉、OUI Inc.代表の清⽔とビジネス・アソシエイトの戸澤
が韓国ソウルで開催されたKorean Ophthalmological Society 2023に参
加しました。さらに、メディカルサイド視能訓練⼠の西村が、国内の4
つの学会で発表を⾏いました。

 韓国で最⼤規模の眼科学会である Korean Ophthalmological Society
2023 は、11⽉23⽇からソウルで開催されました。 ⼤学病院で寝たき
りの患者に対してSmart Eye Cameraを使⽤されている眼科医の先⽣に
お会いし、前眼部を観察できるだけでなく撮影して記録できる点が⾮常

に便利だと好評をいただきました。また、ソウルで動物眼科病院を開業

している眼科専⾨獣医師の先⽣を訪問し、Smart Eye Cameraの韓国の
獣医療分野での展開可能性について意⾒交換を⾏いました。3⽇⽬に
は、清⽔が「ポータブル型スリットランプ装置“Smart Eye Camera”を
使⽤した⻆膜混濁検出のためのAI開発」について発表し、韓国の⻆膜学
会の先⽣と交流を深めました。

 視能訓練⼠の西村は11⽉に、⽇本視機能看護学会、⽇本遠隔医療学
会、⽇本視能矯正学会、および⽇本医療情報学会の４つの学会にて発表

を⾏いました。発表の中では眼科在宅医療と遠隔医療に焦点を当て、先

進国の在宅医療現場の60%以上で眼科的問題が⾒られることを指摘しま
した。在宅医療の普及には総合診療医や看護師、視能訓練⼠などの他科

や他職種連携が必要不可⽋であり、さまざまな遠隔医療の現場における

Smart Eye Camera の事例を紹介しました。これは視能訓練⼠が直接患
者のケアに関与する新しい遠隔医療モデル  Doctor to Patient with
Certified Orthoptist (D to P with CO) の可能性を⽰しています。⾼齢化
に伴う在宅医療患者の増加を踏まえ、D to P with CO により眼科疾患の
早期発⾒と眼科在宅医療の拡⼤を⽬指しています。

 11⽉の韓国と⽇本国内での学会発表を通じて、 Smart Eye Camera
の可能性を多くの⽅々に感じていただくことができました。OUI Inc.
は、これからも国内外の医療従事者との協⼒を続け、Smart Eye
Camera による⾰新的な眼科診断モデルの開発に取り組んでまいりま
す！
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 OUI Inc.は、Smart Eye Cameraを
使って、眼科医療へのアクセスが難

しい、途上国の農村や医療過疎地域

などの患者さんに眼科の診断を届

け、現地の眼科医・医療機関と連携

して治療までつなげるモデルを共創

することで、2025年までに世界の失
明を半分にすることをビジョンに掲

げています。

 これまでアジア・アフリカ・南⽶

を始め、世界20か国以上でパイロッ
ト実証を進めています。⽇本では医

療機器登録済みで、眼科クリニック

や、離島や地⽅の医療過疎地域の診

療所、訪問診療クリニック等での導

⼊が進んでいます。

 より多くの患者さんに眼科医療を

届けるために、⽇本でも世界でも、

各地の医療現場で活躍されている先

⽣⽅・医療従事者の⽅々と連携し

て、Smart Eye Cameraを使った眼
科の遠隔診断モデルの実証を、進め

ていきたいと思っています。

 ご興味のある⽅は、是⾮ご連絡い

ただけますと幸いです！

OUI Inc.では協働して実
証を進めて下さるパー

トナーを募集中です！

担当窓⼝： 
Department of Global Business, OUI Inc.
中⼭ 慎太郎: p.shintaro@ouiinc.jp
⽯丸 莉奈: ri.univ8@gmail.com

OUI Inc.ウェブサイト: www.ouiinc.jp
OUI Inc. Medium（最新の活動状況はこちらから）:
https://ouiinc.medium.com/

公式Instagramも
始めております！
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